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●浦高百年の森・秋の現地活動！ 

 昨日 11 月 12 日(日)は「浦高百年の森」でした。

私はここ数年ご無沙汰しているのですが、参加者お

二人方からメールにてご報告いただきましたので、

ご紹介させていただきます。まずは、春日部地区浦

高会の石田知己様（森活動皆勤賞）から…。 

  ◇  ◇ 

◆森の報告 昨日、森の活動に参加してまいりま

した。参加者52名で、今回はなんと保護者が半数

となり、参加 OB 平均年齢は髙 23 回ということ

になりました。玉熊委員長のあいさつと作業説明の

後、今回は道路下斜面の笹刈払いを主に約 2 時間

の作業でしたが、これが結構な運動。昼食には調理

班の手による美味しいキノコ汁が振舞われ、食後は

バリトン歌手の富田千種さん(髙 19 回)により「夜

明けの歌」から「グラナダ」まで４曲の披露があり、

チョット得した百年の森でした。以上報告まで。髙

16回 石田知己 

 

  

〔写真はお元気な中根様(11 回)、小畠様(14 回)、石田様

(16回)、石関様(17回)です。歌唱は富田様(19回)。〕 

  ◇  ◇ 

 続いては同期の井

口巌様(25 回)から…。 

◆百年の森 こんば

んは。今日は久しぶり

に百年の森に行ってき

ました。植樹したとこ

ろの笹を刈る作業です。

自分が植えたものはと

うにどれかわかりませ

んが、十本ぐらい植え

たのでどれかがきっと

育っていることと思い

ます。25 回の樹は順

調に育っています。キ

ノコ汁と、今日は富田

千種さんの独唱の披露

がありました。高 25

回 井口巌 

  ◇  ◇ 

 平成 17（2005）年

10 月に母校創立 110

周年記念事業として寄

居町風布でスタートし

た「浦高百年の森」

づくり事業は、《浦高

が掲げる｢尚文昌武｣

（文を尊び、武を盛ん

にする）という文武両

道の伝統に、｢環境｣と

いう新しい伝統を加え

る。人間のエネルギー

源である緑の森を、今

後百年余の同窓生が、

世代を超えて受け継ぎ

育んでいく。》という

主旨で継続しています。

今年で 19 年目に入り、

間もなく 20 周年、目

標の 1/5 に達しようと

しています。これまでに、2010 年 3 月には埼玉県

から「さいたま環境賞」、2012年 5月には同「本多

静六賞」、2012 年 11 月には国土緑化推進機構から

「ふれあいの森づくり表彰／理事長賞」をいただ

きました。先人たちの企画力と行動力に感謝です。 

 私たち同期も、2016年 11月の活動で「我ら宇内

に雄飛し、その晩晴を尊ぶ」とのメッセージとと

もにトチノキを祈念植樹させていただきました。 

我ら宇内に雄飛し、晩晴を尊ぶ！ 

 

25期のトチノキと樹名板 

富田様(19回) 


